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戦
前
蓬
茉
町
で
少
年
時
ヽ
を
過
ご
し
た
者
に
と

っ
て
、

郁
文
館
の
運
動
場
に
　
さ
し
て
広
場
の
な
か
っ
た
市
内

で
は
、
な
か
な
か
貴
重
な
遊
び
場
で
あ

っ
た
。
昔
の
郁

女
館
は
、
蓬
太
町
と
い
う
町
の
中
に
あ

っ
て
、
戦
争
中

の
警
備
と
い
う
こ
と
ヽ
ぁ

っ
て
か
　
隣
組
の
一
員
と
し

て
、
何
を
す
る
に
も
町
会
と
融
●
合

っ
て
、
近
所
の
子

供
●
遊
び
場
と
し
て
ヽ
、
比
較
的
出
入
り
が
自
由
で
、

ス
に
、
本
、　
夏
　
冬
の
三
つ
０
休
み
中
は
、
我
々
の
絶

好
の
遊
び
場
で
あ

っ
た
。

●
　
市
内
の
名
門
中
学
技

そ
も
そ
も
郁
文
館
の
創
立
は
、
明
治
二
十
二
年
十

一

月
十
三
日
だ
か
ら
、
今
年
で
実
に
九
十
五
周
年
を
迎
え

る
こ
と
に
な
る
。
春
口

，
０
墓
所
で
知
ら
れ
る
本
郷
の

麟
祥
院
に

，
技
舎
を
建
て
て
、
‘
学
館

（
東
洋
大
学
の

前
身
）
を
創
立
し
た
丼
上
日
了
０
■
が
、
明
治
二
十

一

年
六
月
に
外
遊
す
る
際
、
後
の
郁
女
館
●
創
立
者
椰
橋

一
郎
に
、
哲
学
鮨
の
留
守
番
を
頼
ん
だ
。
キ
上
円
了
博

ｔ
は
、
中
野
に
哲
学
生
を
開
い
た
哲
学
者
て
妖
怪

の
研

究
な
ど
で
も
著
名
て
あ
る
。
明
治
二
十
二
■

‐・、
博
士
が

帰
朝
後
、
蓬
末
町
二
十
八
番
地
と
い
う
か
ら
、
今
の
校

庭
●
北
に
続
く
家
々
の
あ
る
土
地
に
、
新
技
合
を
■

っ

て
湯
鳥
か
ら
移
紙
し
て
、
哲
学
館
が
出
来
た
。
井
上
円

了
は
、
細
橋

一
郎
に
、
私
立
中
学
を
こ
こ
に
開
校
し
て
、

午
前
中
は
郁
●
館
て
、
午
後
は
哲
学
館
て
授
業
を
ふ
り

分
け
で
創
始
す
る
こ
と
を
す
す
め
た
の
が
、
そ
ヽ
そ
も

の
郁
夫
館
の
第

一
歩
て
あ

っ
た
。

棚
橋

一
郎
は
、
文
久
二
年
十

一
月
十
三
日

（
こ
の
日

は
、
く
し
く
も
郁
文
館
創
立
の
［
）
に
岐
●
県
に
生
ｔ

れ
た
。
父
細
橋
松
叫
は
漢
学
ィ
　
詩
人
と
し
て
知
ら
れ
、

，
拘
子
は
、
女
流
教
育
家
と
し
て
活
塵
、
芝
三
日
に
東

京
女
学
校
を
明
治
三
十
年
に
起
こ
し
た
。
こ
の
東
京
女

学
校
は
、
東
京
府
内
て
は
、
ミ
ッ
ン
・
ン
系
で
は
な
く
、

文
部
省
語
可
の
最
初
の
私
立
女
学
校
と
し
て
発
足
し
た
。

だ
か
ら
、
東
京
と
い
う
字
を
上
に
冠
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
ス
カ
ー
ト
に
自
練
が

一
本
入

っ
て
い
る
こ
と
は

部
内
髄

一
て
、
現
在
て
も
三
口
に
戸
板
女
子
専
門
学
校

と
並
ん
で
建

っ
て
い
る
。
こ
の
椰
橋
絢
子
女
史
は
、
昭

和
十
四
年
秋
に
百

一
歳
の
長
寿
で
ま

っ
と
う
さ
れ
、
郁

女
館
で
も
学
校
葬
が
盛
大
に
行
わ
れ
た
の
を
想
い
出
す

の
で
あ
る
。
当
時
の
百

一
歳
は
、
全
く
稀
有
の
こ
と
で
、

今
日
の
平
均
寿
命
か
ら
考
え
れ
ば
百
三
＋
歳
位
に
な
る

の
で
あ
ろ
つ
。

棚
橋

一
郎
は
、
棚
橋
勝
太
郎
現
校
長
の
父
て
、
東
京

大
学
文
学
士
で
あ
り
、
英
語
や
国
語
に
勘
能
で
　
イ
ー

ス
ト
レ
イ
キ
と
共
和
辞
書
を
出
し
た
り
、
自
ら
国
語
辞

書
を
編
集
し
て
、
第

一
高
等
学
校
や
府
上

一
中
や
哲
学

館
、
陸
軍
幼
年
学
校
で
教
鞭
を
と

っ
た
。
当
時
の
東
京

は
、
官
公
立
の
中
学
と
い
え
ば
、
学
習
院
中
等
科
と
、

日
立

一
中

（
日
比
谷
高
校
）
し
か
な
く
、
私
立
中
学
校

で
は
、
杉
浦
重
剛
の
日
本
中
学
、
橋
掟

二
の
東
京
開
成

中
学
、
坂
テ
盛
徳
の
三
田
大
計
学
校

（
錦
域
中
学
）
の

四
″
の
み
が
、
無
試
験
で
上
級
学
校

へ
連
絡
で
き
た
。

即
し
、
第

一
高
等
学
校
、
高
等
商
業
学
校

（
一
ッ
橋
大

学
）
、
山
口
高
等
中
学
校
、
鹿
児
島
造
士
館
、
東
京
美

術
学
校

（芸
大
）
に
は
、
無
試
験
で
入
学
が
で
蓬
た
。

当
時
の
授
業
は
国
　
漢
を
除
い
て
は
、
英
語
は
も
と
よ

り
、
数
学
　
理
料
な
ど
す
べ
て
英
女
の
教
科
書
で
学
ん

だ
か
ら
、
幕
末
の
洋
学
と
同
じ
て
あ

っ
た
。

東
京
で
さ
え
も
が
く
の
如
く
で
あ

っ
た
か
ら
、
地
方

の
各
府
県
で
も
、
県
下
の
中
学
校
は

一
技
か
二
校
で
、

従

っ
て
、
ど
う
せ
下
宿
し
た
り
、
寮
に
入
る
た
め
に
自

分
の
家
を
離
れ
る
な
ら
と
い
う
こ
と
で
、
い
。
そ
０
こ

と
、
東
京
の
郁
文
館
な
ど

へ
笈
を
負
ラ
て
勉
学
に
来
た

０
て
ぁ

っ
た
。
従

っ
て
、
勉
学
す
る
意
気
込
み
が
ち
が

っ
て
い
た
。
郁
文
館
の
寄
宿
合
は
、
西
須
賀
町
の
聖
テ

モ
テ
教
会
の
向
か
い
辺
に
あ

っ
た
と
い
う
。

明
治
三
十
三
年
の
郁
文
館
中
学
卒
業
者
０
■
級
学
技

合
格
者
は
、
左
の
如
く
て
あ
る
。
熊
本
の
五
高
が
多
い

０
は
、
当
時
九
州
か
ら
郁
女
館
に
入
学
し
た
学
生
が
多

か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

二
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Ю
名
　
　
　
　
仙
台
医
専
　
１
名

二
一局
　
４
名
　
　
　
　
長
崎
医
専
　
１
名
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一̈
画
　
２
名
　
　
　
　
東
京
外
語
　
３
名

四
高
　
２
名
　
　
　
　
札
幌
農
学
校
１
名

五
高
　
る
名
　
　
　
　
大
阪
高
■
　
２
名

六
一月
　
１
格
　
　
　
　
〓●
楽
学
校
　
１
名

ｔ
高
　
２
名
　
　
　
　
海
軍
兵
学
校
１
名

山
口
高
２
名
　
　
　
　
士
官
候
補
生
１
名

半
習
院
１
名
　
　
　
　
私
立
諸
学
●
４
名

当
時
●
合
格
率
の
実
晴
ら
し
さ
を
物
語

っ
て
い
る
。

卒
業
■
の
中
に
は
、
柳
日
日

，
、
大
工
早
大
結
長
　
内

務
大
Ｌ
、
文
部
大
臣
の
潮
意
之
哺
、
■
祝
総
監
長
●
１１１

久

一
、
大
審
院
長
泉
二
新
熊
、
司
法
大
巨
官
城
長
五
郎

を
始
め
、
杉
日
直
樹
医
学
博
■
や
、
宮
本
〓
脩
法
学
＝

■
、
■
村
勝
ｎ
ホ
学
博
ｉ
ｔ
ど
数
短
れ
ず
、
最
近
で
は
、

藤
合
修
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
　
俳
優
の
大
友
柳
太
郎
、
菅
原

謙
二
、
ま
ん
か
家
杉
浦
幸
雄
、
工
理
●
家
梶
龍
雄
な
ど

柔
か
い
方
で
ヽ
多
士
済
々
で
あ
る
。

当
時
の
郁
文
館
の
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
は
部
内
で
も
最
古

参
の

一
つ
で
、
近
く
の
一
高
野
球
部

（
東
大
農
学
部
に

ら

っ
た
）
と
交
歓
試
合
を
Ｌ
々
行
い
、　
一
勝

一
敗
と
い

う
星
勧
定
と
い
う
か
ら
、
か
な
り
の
高
水
準
て
あ

っ
た
。

郁
文
鯨
の
東
の
千
駄
木
町
に
住
ん
で
い
た
夏
目
漱
石
が

『
我
輩
は
猫
て
‘
る
』
の
中
で
落
雲
結
中
学
の
野
球
の

た
ま
が
飛
び
込
ん
で
来
て
な
る
ツ
ー
ン
が
出
て
来
る
０

は
、
■
文
節
の
野
球
部
の
こ
と
で
、
こ
●
中
に
は
、
東

大
鵬
原
投
手
の
父
●
梶
原
弥
之
助
技
手
、
神
＝
清

（
〓

浪
）
投
手
を
は
じ
め
、
プ

ン
ト
博
＋
と
し
て
知
ら
れ
た

銀
座
栗
本
運
動
其
店
〓
つ
栗
本
豊
治
な
ど
が
い
た
。
栗

本
は
当
時
い
ち
早
く
ス
ン
ト
を
覚
え
た
選
手
て
、
メ
ン

ト
の
こ
と
を
ブ
ン
ト
ー
い
っ
て
い
た
。
当
時
の
運
動
場

Ｌ
現
在
の
運
動
場
の
北
の
方
に
あ

っ
た
。

●
　
二
回
の
大
人
に
遭

，

明
治
時
代
●
郁
文
趙
に
は
、
二
●
の
大
火
が
あ

っ
た
．

最
初
の
大
人
は
、
明
治
一
十
九
年
十
二
月
十
二
日
で
、

■
学
館
と
ヽ
ど
も
凡
て
が
灰
位
と
帰
し
た
。
こ
れ
に
‘

り
、
蓬
末
町
二
十
八
番
地
●
南
に
ち
る
、
旧
●
馬
候
●

下
屋
豪
の
土
地

（
当
時
は
二
丼
て
管
理
し
て
い
た
）
ｔ

番
地
に
枝
奮
●
訴
集
移
転
し
た
。
●
学
館
は
小
石
―――
原

町
‘
ｔ
り
、
そ
の
後
、
哲
学
館
大
学
を
経
て
東
洋
大
学

と
な

っ
た
。
私
●
●
た
京
華
中
単
は
、
■
ズ
館
の
初
●

幹
事
の
磯
工
潤
が
、
明
治
三
十
年
独
立
し
て
開
●

し
た
。

第
二
回
の
大
火
は
、
明
治
四
十
二
年
十
月
二
十
日
て
、

こ
の
時
ヽ
枝
合
■
棟
、
雨
天
体
操
場
、
物
置
な
ど
三
千

坪
が
ヽ
有
と
帰
し
た
。

こ
の
翌
年
四
十
三
年
四
月
に
新
案
成

っ
た
後
０
郁
文

館
こ
そ
に
、
我
々
が
昭
和
戦
前
に
た
び
回

っ
た
ケ
庭
と

校
合
で
あ

っ
た
。
現
在
正
門
と
な

っ
て
い
る
う
た
り
は

ヽ
タ
ン
塀
で
四
わ
れ
　
正
門
は
、
現
在
、
辻
文
〓
具
●

の
前
に

一
っ
石
の
円
柱
が
残

っ
て
い
る
と
こ
ろ
て
ら

っ

た
。
そ
し
て
、
現
在
●
正
円
の
右
例
を
ば
、
蓬
茉
町
の

人
々
は

「
火
事
場
」
と
称
し
て
い
た
の
は
、
多
分
第
二

回
日
の
人
事
が
す
さ
ま
し
か
っ
た
時
の
名
残
り
か
ら
世

た
呼
び
名
で
あ

っ
た
ろ
う
。
そ
こ
に
は
、
第
二
次
大
戦

が
勃
発
し
た
い
、
町
内
●
非
常
用
に
丼
戸
を
掘

っ
て
、

特
別
に
本
戸
を
■

っ
て
、
我
々
ｔ
番
地
の
■
共
が
利
用

し
た
。
こ
の
辺
は
高
台
で
拍
る
時
に
は

入
変
■
■
し
た

●
、
水
質
は

と
て
ヽ
良
か

っ
た
。
そ
つ
火
事
場
跡
に
は
、

■
化
事
実
験
常
が
ら
っ
た
。
こ
●
カ
ギ
●
手
に
■
っ
た

卜
′
ン
塀
●
生
地
の

，
に
な

っ
た
と
こ
ろ
に
は
、
区
役

所
●
工
事
用
つ
材
木
な
ど
が
置
か
れ
た
り
、
市
の
清
掃

月
が
く
み
と
り
の
捐
ｔ
前
日
か
ら

，
ん
で
あ

っ
た
。
正

門
前
の
こ
Ｌ
は
ま
た
後
Ｌ
書
く
こ
と
に
な
る
が
、
東
●

角
か
ら
、
行
的
汗
服
店

（制
服
指
定
店
）
、
大
庭
万
牛

竿
店

（店
の
前
に

，
チ
ャ
ー
ン
と
い
う
メ
チ
ン
コ
の
テ

■
が
あ

っ
た
）
、
富
ド
剣
道
具
店
、
辻
文

，
具
■
、
斉

ま
印
刷
所
、
■
・し
て
、
画
の
角
が
松
本
洋
服
屋

（
制
服

指
定
店
）
が
あ

っ
た
。

正
門
を
入
る
と
、
右
手
に
、
南
京
下
見
板
張
り
の
二

皓
建
て
枝
合
が
コ
の
字
■
に
建

っ
て
い
て
、
そ
の
よ
に

中
庭
ホ
ろ

っ
て
、
雨
大
体
操
場
が
あ

っ
た
。
Ｌ
門
を
入

一
て
ｔ
側
●
現
在
ボ
イ
ラ
ー
の
あ
る
辺
に
は
、
桜
や
楓

の
，

込
み
が
続
い
て
、
そ
の
中
央
に
■
官
尊
徳
●
銅
像

が
あ

っ
た
。
正
門
か
ら
実
さ
当
た
り
の
柔
迫
場
ま
で
は
、

す
ら
１

っ
と
南
北
に
続
い
た
広
い
道
て
、
こ
と
が
純
好

０
爪
揚
げ
の
場
所
て
ヽ
あ

っ
た
。

右
手
の
「
枝
合
は
、
減
贅
色
と
い
う
が
、
薄
い
ブ
ル

ー
の
ベ
ン
キ
が
塗

っ
て
う
０
、
下
の
地
ざ

ヽ
，
廻
し
に

は
大
谷
石
が

，

っ
て
ら

っ
た
。
と
こ
う
と
こ
ろ
に
■
風

用
の
空
気
４
け
が

，

っ
て
、
天
地
左
右
と
も
二
十
五
セ

ン
チ
程
の
四
角
い
穴
か
ら

っ
た
。
そ
こ
に
は
、
か
ら
だ

０
釉
い
我
々
の
子

，
ど
ヽ
が
恩
び
込
み
、
真
暗

い
縁
●

Ｔ
を
這
い
廻

っ
て
出
て
来
る
と
、
ポ
ケ
ッ
ト
や
両
手
に
、
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庭
球
用
や
野
球
用
の
ポ
ー
ル
を
幾
つ
も
■

¨
ｉ
・出
て
来

て
は
、
我
々
の
相
手
喝
ス
を
浴
び
た
の
は
こ
か

っ
た
が
、

「
〓
真
暗
い
縁
●
下
の
こ
と
、
顔

，
ら
頭
ま
で
く
ヽ
●

莫
だ
ら
け
に
し
て
モ
い
出
て
来
る
の
た
０
い
ご
普
労

，

で
ぁ

●
た
。
こ
の
様
な
南
京
下
兄
張
り

，
蔵
舎
は
、
十

の
市
内
●
小
学
校
十
　
日
本
医
大
つ
昔
の
２
物
ヽ
そ
う

で
■

っ
た
が
、
■
在
て
は
残
存
が
少
ｉ
く
、
昭
和
二
十

年
二
月
十
日
の
大
空
襲
て
生
失
し
て
し
な
っ
た
の
は
情

し
ま
れ
た
。
そ
の
時
、
丼
戸
ヽ
埋
ま

■
て
Ｌ
ま
っ
た
。

０
　
新
校
合
の
こ
と
な
ど

そ
の
旧
技
合
に

コ
つ
字
烈
に
な

っ
て
中
庫
が
あ

っ
た
。

学
校
の
事
務
〓
や
、
職
貫
室
な
ど
中
枢
機
関
は
す
ベ
イ
ヽ

こ
の
右
の
中
央
●
入
口
を
入

っ
た
奥
の
方
に
■

っ
た
。

「
お
う
す
と
ン
ヒ
ン
」
と

ニ
ッ
′
ネ
ー
ム
●
あ
る
、
柚

橋
勝
太
郎
■
枝
長
や
、
ナ
ボ
レ
オ
ン
こ
ｔ
数
学
の
鳥
贈

良

一
郎
先
正

（
私
の
伯
父
の
試
之
の
同
級
ｔ
て
京
華
の

先
菫
）
が
、

，
の
出
入
口
か
ら
パ
イ
プ
片
手
に
出
て
来

ら
れ
た
０
●
昨
日
の
様
に
想
い
出
す
こ
と
が
で
ヽ
る
。

■
ふ
た
方
と
ヽ
西
欧
■
の
貴
公
子
で
特
に
印
象
深
い
。

そ
の
旧
蔵
な
の
上
に
両
天
■
揉
場

，
ら

■
て
、
そ
こ

で
は
　
剣
道
●

，
留
と
、
プ
ラ
ス
バ
ン
ド
の
薇
昔
か
放

課
後
行
わ
れ
て
い
た
。
行
進
出
に
ま
し

「
て
、
フ
ー
ガ

や
ワ
ル
ツ
≡
ど
も
演
〓
さ
れ
て
い
た
。
我
々
蓬
末
町
の

子
■
■
は
、
■
く
中
学
”
に
入

っ
て
ラ
′
パ
を
吹
き
た

い
Ｌ
思
う
０
て
ら

っ
た
。
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
は
蔵
筆
つ
教

官
，

、
恐
』
く
配
葛
将
校
●
敲
官
が
指
揮
棒
を
振

っ
イ
・

い
た
と
思
う
。

郁
文
館
敷
地
の
最
西
北
の
と
こ
ろ
に
は
、
柔
道
部
の

平
屋
建
て
の
大
き
な
道
場
が
ら

っ
て
、
岩
崎
先
生
が
指

■
し
て
居
ら
れ
た
。
畳
敷
さ
八
十
量
双
さ
せ
て
■

っ
た

ろ
う
か
、
わ
ざ
と
ね
た
を
ゆ
る
０
て
、
は
ず
キ
様
に
世

来
て
い
た
が
、
若
者
の
キ
て
　
い
つ
も
甘
ず

っ
ば
い
●

い
か
し
た
。
郁
女
館
の
柔
迫
は
東
京
で
も
強
い
方
で
、

日
人

一
中
な
ど
と
定
期
戦
を
や
っ
て
い
て
、
我
々
子
供

た
ち
も
そ
ば
で
観
戦
出
来
た
。
旧
制
中
学
時
代
、
二
段

の
選
手
●
■
、
三
名
い
た
つ
た
か
ら
強
い
学
校
て
あ

っ

た
と
思
う
。
こ
０
柔
道
場
の
北
の
長
に
、　
や
っ
と
子
供

が

一
人
通
れ
る
だ
●
狭
い
■
路
が
ら

っ
て
、
我
々
は
そ

こ
を
ユ
密
の
出
入
口
と
し
て
持
え
イ
、
あ

っ
た
０
て
、
小

使
い
さ
ん
０

「
「
一，
豆
」
と
あ
た
名
さ
れ
た

，
し
さ
ん

●
気
嫌
の
思
い
時
に
は
、
そ
こ
か
ら
椰
文
館
に
出
入
り

し
て
い
た
。
こ
の

「
南
京
豆
」
は
、
そ
の
後
、
東
大
農

学
部
の
小
使
い
さ
ん
に
な

っ
た
が
、
頭
が
丸
坊
主
で

な
る
で
南
一六
豆
の
様
に
ト
ン
ノ
リ
頭
■
の
で
そ
う
呼
ば

れ
て
い
た
。

現
在
ヽ
校
庭
の
南
側
に
ら
る
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
Ｌ

昭
和
●

一
年
十
月
四
日
に
新
築
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
昭

和
十
二
■
に
は
日
中
戦
争
が
う
発
し
、
こ
の
新
●
今
て
、

慰
両
袋
の
能
理
を
、
蓬
茉
町
の
国
防
婦
大
会
で
行

●
た

こ
と
を
想
い
出
す
方
々
も
店
ら
れ
る
こ
と
て
ら
ろ
う
。

当
時
郁
文
館
で
は
、
事
務
長
の
二
之
宮
■
雄
先
生
が
町

会
―
●
接
敏
の
■
に
当
た
ら
れ
て
い
た
。
二
之
宮
先
生

は
、
ひ
げ
の
ぁ
る
巨
渓
で
あ

っ
た
が
　
よ
く
町
会
の
人

と
話
し
合
い
を
さ
れ
た
。
戦
時
中
は
率
先
し
て
回
防
色

の
国
民
服
を
着
て
い
た
。

ま
た
、
新
機
合
前
の
技
庭
で
、
防
空
演
習
を
行
い
、

約
四
畳
半
ｔ
●
横
援
家
屋
に
火
を
点
し
て
、
火
事
つ
状

態
を
こ
し
ら
え
て
、
消
火
●
訓
漱
ｔ

）
た
．
バ
ケ
ノ
リ

レ
ー
や
、
は
た
き
を
水
て
洵
ら
し
て
の
消
火
作
業
で
は
、

そ
の
後
の
実
際
の
大
空
要
に
は

一
つ
も
遣
乃
す
る
も
つ

て
は
な
か

っ
た
。

（
つ
う
′じ

昭
和
“
年
１０
月
‘
”
■
１
月
ｔ
て

（
４
か
月
間
）

‐０
／
・８
　
女
京
区
長
を
囲
ん
で
の
澪
議
会
　
向
丘
出

張
所
　
午
復
七
時
‘
■
■
ｔ
で

ｎ
／
１
　
辻
英
雄
氏

（
元
蓬
未
町
会
副
会
長
）

昨
年
●
秩
に
栄
普
´
る
責
授
褒
章
ｔ
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

■
よ
り

，
単
び
を
申
し
Ｌ
げ
ま
す
。

■
／

・６
　
一」
み
試
量
ｔ
動
推
進
委
員
会
　
本
郷
清
掃

協
力
会
に
於
て

ｎ
／
３
　
防
災
リ
ー
ダ
ー
講
習
会
　
文
京
第
六
中
学

狡
に
ヽ
て

，
／
２３
　
昭
和
５８
年
度
防
■
訓
秋

コ
ン
ク
ー
ル
　
文

京
第
六
中
学
校
に
■
て

文
京
地
区
各
町
会
　
白
‘
会
三
四
れ
が
コ
ン
ク
ー
ル
に



０
　
出
場
、
当
町
会
は
第
二
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

■
の
全
日
防
犯
ｔ
●
旬
間
　
１０
／
１１
１
ｌｏ
／
ｍ
ま
で

・０
／
７
　
防
犯
連
“
推
工
会
議
　
駒
込
警
察
書
に
於
て

／
　
　
防
災
遅
”
普
及
メ

レ
ー
ド
　
防
“
部
　
婦

人
部
参
“

私
●
全
国
交
通
安
全
運
動

こ
の
旬
間
中
は
、
交
通
部
が
行
烹
に
て
て
、
交
通
ケ

全
０
普
及
に

，
¨
ま
Ｌ
た
。

‐０
／

・２
　

一二
宅
島

の
検
火
災
害

に
対
し
、

口
赤
文
京

■
部
を
通
し
て
、
婦
人
部
か
ら
義
援
金
、
弐
拾

万
円
を

贈
り

ま
し
た
。

こ
の
金
円
は
、

日
ご
ろ
町
内

の
皆
様
に

ご
協
力

を
頂
い
て
い
る
廃
品
回
収
事
業

の
積
立
金
を
支

出
し
た
も

の
で
す
。

■
月
　
共
同
募
金
　
拾
四
万

一
千
六
百
円
也

・２
月
　
歳
末
た
す
け
合

い
募
金

拾

五
万

一
千

三
●
四
給
弐
円

歳
末
夜
警
　
・２
／
・８
７
‐２
／
”
　
‐２
日
間

青
年
部
が
主
力
に
町
会
役
員
ヽ
よ

っ
て
迪
口
夜
警
巡

回
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

町
会
員
の
ご
家
庭
で
本
年
成
人
を
迎
え
ら
れ
た
方
は
、

左
記
に
お
名
前
を
●
●
て
頂
き
ま
し
た
。

ま
こ
七
に

，
め
て
と

，
ご
ざ
い
ま
す
。
当
町
会
か
ら
新

成
人
と
な
ら
れ
た
方
々
に
心
ば
か
り
の
祝
品
を
お
贈

，

い
た
し
ま
し
た
。

記

天
　
初
旬
会
天
丼
高
窪
大
言
院
　
　
　
　
　
　
　
一〓
一

地
　
丈
高
い
吾
る
従
え
て
初
詣
　
　
　
　
　
　
　
広
明

人
　
初
茜
燦
然
と
し
て
朗
熊
山
　
　
　
　
　
　
　
笑
子

賀
状
手
に
な
つ
か
し
た

，
日
に
浮
〓
　
　
　
松
男

車
に
ヽ
無
平
を
祈

，
て
輪
飾
り
す
　
　
　
　
ス
エ

役
を
退
＜
心
〓
蔵
の
師
走
が
な
　
　
　
　
　
千
■

正
”
や
掛
軸
か
え
て
喘
坐
せ
ク
　
　
　
　
　
聾
雨

寝
ヽ
や
ら
で
温
る
涙
や
寒
の
月
　
　
　
　
　
広
子

初
芝
Ｒ
ま
童
手
拭
い
も
に
な
た
色
　
　
　
　
連
木

一
月
●
●
を
書
き
と
な
る
呈
浜
し
　
　
　
　
雨
亭

査
来
句
会
二
月
け
、
二
月
二
十
三
日

（木
）
六
時
半

よ
０
海
蔵
■
に
■
て
開
き
ま
す
。
当
日
会
長
■
●
円
、

参
加
白
由
、
兼
題
は

「
針
よ
去
」
出
句
三
句
、
■
る

●

て
ご
参
加
下
さ
い
。

当

町

会

に

お
■

い

の
方

で
、

９

月

下

●

か

ら

１

月

ま

で

の

間

に

ご

逝

去

さ

れ

た

方

々

の

ご

氏

名

は

左

記

の

と

■

，

て

ご

ざ

い

ま

す

。

謹

ん

で

■

意

を

申

し

上

げ

、

ご

冥

福

を

卜

祈

ソ

い

た

し

ま

す

。

藤

キ

ス

一
様

　

佳

藤

ア

ヤ
様

　

加

藤

勇

様

Ｌ
ぽ
曰
「
「

＋
口
曰
和
已
様

成
澤
　
秀
美
様

小
泉
由
ユ
■
様

浜
日
　
掟
司
様

青
柳
　
辰
喜
様

福
島
　
久
雄
様

出
中
　
良
治
様

小
山
　
雅
子
様

小
池
　
　
裕
様

川
＝
　
紀
子
様

高
橋
　
啓
子
様

池
澤
　
達
也
様

渋
谷
　
潤

一
様

木
●
し
げ
＾
様

高
橋
多
花
子
様

藤
田
　
潤
子
様

藤
井
　
　
薫
様

倉
田
圭

一
郎
様

加
藤
　
一■
信
様

服
部
　
珠
子
様

・―
帯
本
一打
渤
一■
●

Ｉ
年
∫
孫
沢
山
に
困
る
春

長
谷
川
藤
ｔ
郎

―
今
年
ス
ニ
人
増
え
た
と
知
ら
せ
あ
り
―

正
月
を
良
い
事
に
し
て
飲
ｔ
ｒ
酒

―
気
兼
ね
ヽ
入
ら
ぬ
初
審
の
洒
―

地
主
か
ら
価
上
げ
の
話
春
寒
し

―
食
ふ
寝
る
処
に

，
ｔ
と
こ
ろ
―

着
飾
り
し
孫
に
見
い
る
や
″
々
と
替
動

中

　
一　
馬

雲
水
の
読
経
も
泌
み
る
底
の
冷
え
　
　
　
　
　
一〓
．

散
歩
し
て
息
き
る
露
地
の
花
人
ツ
手
　
　
　
　
広
明

青
だ
た
み
踏
む
足
裏
の
師
走
か
な
　
　
　
　
　
連
木

す
こ
や
か
な
新
年
を
迎
え
、
ま
こ
と
に

，
日
出
資

，

ご
ざ
い
ま
す
。
本
年
ヽ
町
会
員
の
■
様
方

へ
●
迪
格
と

莉
睦
の

一
助
と
し
て
本
誌
の
充
実
を
図

っ
て
ま
い
り
ま

す
、
ど
う
ぞ
ご
愛
読
下
さ
い
。

編
集
委
員
　
小
林
音
吉
、
■
中

一
馬
、
猪
熊
良
晃
、

一月
橋

一
郎
、
翁
　
松
夫
、
池
田
　
暉

，
次
回
の
発
行
は
５
月
を
予
定
し
て

，
り
ま
す
。

一　
　
初

旬

会

（Ｔ

Ｉ

じ


